
                           

2015 年 8 月 27 日 

報道関係各位 

三菱地所レジデンス株式会社 

 

 

 

 

三菱地所レジデンス株式会社は、9 月 3 日に学校法人自由学園と防災力強化を目的とした「防災協定」を

締結します。本協定締結により、学校での授業を通し、小学生から大学生までの各段階に応じた防災教育に

協働で取り組み、情報伝達が一方通行となりがちな一斉指導型の教育の殻を破って、防災について伝える側

と受け止める学生側の双方向コミュニケーションの実現を目指します。学生が自ら悩み考え、答えを導き出

すことで防災力を高めていくとともに、三菱地所レジデンスは防災訓練の主たる参加者である大人だけでな

く、今般新たに学生を対象とした活動を始めることで、これらの活動で得た知見等を住まいの防災力強化に

活かしていきます。 

 

当社は、新築分譲マンション「ザ・パークハウス」において、マンションの管理組合とともに、より実践

的な防災訓練を実施するため、社員の有志を募り 2014 年に「三菱地所グループの防災倶楽部」を立ち上げ

ました。「自ら考え行動するための防災」をテーマに、「自助」「共助」の体制構築を推進すべく、防災セミナ

ーや防災訓練時には「そなえるカルタ」等の防災ツールを用いたワークショップなども実施。2014 年 10 月

から計 10 件のサポートをしてきました。 

活動を通して、居住者の防災力を入居前から高める必要性をあらためて認識したことから、「防災倶楽部」

は活動範囲を拡大し、「ザ・パークハウス 西新宿タワー60」（東京都新宿区西新宿）におけるエリアコミ

ュニティ支援プログラム「西新宿CLASS in the forest」では、8 月 22 日に入居予定者も含めた参加者に対

し「防災・減災」をテーマとしたワークショップを実施。そして、7 月 8 日に自由学園で第 1 回「そなえる

カルタ」ワークショップを行い、9 月 3 日には防災力強化を目的とした「防災協定」を締結することで、「自

ら考え行動するための防災」体制構築のための活動範囲を学生にも拡げていきます。 

 

今後も三菱地所レジデンスでは、災害に対し「自ら備える」土壌づくりと互いに助け合う「共助」の体制

構築を目指し、活動を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人自由学園と協働で、防災力強化を目的とした活動を始動 
～自ら考えて行動する「自助」「共助」体制構築のための活動範囲を拡大～ 

▲自由学園 

「そなえるカルタ」ワークショップ 

 

  「ザ・パークハウス」 
入居者 

  「ザ・パークハウス」 
入居予定者 

  学校施設 
（小学校～大学） 
  

活動対象の拡がり 

▲「ザ・パークハウス 西新宿タワー60」 

「CLASS 60」防災ワークショップ 

 

▲「ザ・パークハウス 津田沼奏の杜」 

防災訓練(マンホールトイレ組立訓練) 



≪自由学園および「ザ・パークハウス 西新宿タワー60」での活動内容≫ 

 

自由学園 第 1 回「そなえるカルタ」ワークショップ（2015 年 7 月 8 日） 

   

東北の復興支援を継続している自由学園にて、7 月に実施した「そ

なえるカルタ」ワークショップには、高校 3 年生男子生徒 22 名が参

加しました。三菱地所レジデンスの「防災倶楽部」担当者から「東日

本大震災の被災者の声」を届け、「トイレ・水・食糧・情報・協働で行

う被災生活・学校の再建」の 6 つのテーマについて、学生自らが被災

生活を想像して、悩み、解決策を考えるプロセスを体験しました。 

 

＜主なコメント＞ 

「一人ひとりが『してもらう』ではなく『自分が行動する』ことが必

要だと思った。」（学生より） 

「一方通行になりがちな一斉指導型の防災学習ではなく、防災について

伝える側と受け止める学生側の双方向コミュニケーションができた。」

（学校より） 

「学生同士で解決策を考えるプロセスが、学生の応用力につながる。」 

（学校より） 

 

今後は、9 月 3 日に高校 3年生女子生徒に向けた「そなえるカルタ」ワークショップを予定。さらに、山

林で実施する校外学習活動等においては、実際にトイレの使えない生活の中で、トイレ凝固剤等の防災グッ

ズを試用するなど、より踏み込んだ体験を通じた防災力向上を検討しています。 

 

「ザ・パークハウス 西新宿タワー60」 エリアコミュニティ支援プログラム「西新宿CLASS in the forest」 

「CLASS 60」第 4 回 防災ワークショップ（2015 年 8 月 22 日） 

 

東京都新宿区西新宿 5 丁目にて開発中の「ザ・パークハウス 西新宿タ

ワー60」におけるエリアコミュニティ支援プログラム「西新宿CLASS in 

the forest」では、自然、防災・減災、多様性という 3 つのコンセプトを軸

に、入居前の 2015 年から入居後の 2020 年まで 6 年間にわたって多彩な

集いの場を提供しています。 

4 回目のイベント開催となる今回は、入居予定者を含む約 30 名の方にお

集まりいただき、マンションの見取り図を用いた「マンション散策体験」

や、タワーマンションの防災において特に取り組む必要がある「トイレ・

情報」2 テーマの「そなえるカルタ」を用いた「よき避難者ワークショッ

プ」等を実施しました。 

 

＜入居予定者の主なコメント＞ 

「実際の建物の防災備品の場所をあらかじめ知ることができて良かった。」 

「同じフロアでの付き合いがとても大切だと感じた。」 

 

 入居前からマンション契約者・検討者が防災について考え、またテーマを定めたコミュニケーションを通

して居住者同士のコミュニティが形成されることで、入居時の防災活動開始が円滑に行えること、マンショ

ン全体の意識向上に寄与すると考え、入居前の防災力強化にも取り組んでいきます。 

▲「CLASS 60」防災ワークショップ 

▲「そなえるカルタ」ワークショップ 

▲ワークショップ後の生徒のみなさん 



■三菱地所レジデンスが進める防災関連の取り組み 

≪「防災倶楽部」の取り組み≫ 

 三菱地所グループでは、1923 年に発生した関東大震災以降、約 90 年にわたり大規模な防災訓練を実施し

ており、グループ全体で防災・減災に取り組んでいます。2014 年にマンション管理組合の防災組織・訓練を

進化・深化することを目的に、三菱地所レジデンス等の社員有志によるボランティア組織「三菱地所グルー

プの防災倶楽部」を立ち上げ、現在約 80 名が活動しています。本年 3 月に実施した「ザ・パークハウス 津

田沼奏の杜」の防災訓練にも「防災倶楽部」メンバー約 35 名が参加し、トイレの備えの重要性の説明、マ

ンホールトイレ組立訓練、ワークショップなどに協力しました。 

 「防災倶楽部」は防災訓練への協力だけでなく、被災地で活動する人々との連携、勉強会の開催、防災備

品使用訓練といった活動を通して、「ザ・パークハウス」の防災力を高めていきます。 

 

防災訓練等の実績 

 

 

「ザ・パークハウス 津田沼奏の杜」防災訓練（2015 年 3 月 1 日） 

三菱地所レジデンス株式会社と三菱地所コミュニティ株式会社は、2015 年 3 月 1 日に、千葉県習志野市

で 2013 年 6 月に全体竣工した総戸数 721 戸の大規模マンション「ザ・パークハウス 津田沼奏の杜」の管理

組合と協働し、従来の消防・避難訓練に留まらない「被災生活」まで想定した、より実践的な防災訓練を実

施しました。 

 2016 年 4 月 17 日に予定している 2 回目の防災訓練では、本物件の居住者に加え、未だ防災訓練の実施経

験のない隣接マンションの居住者や、2016 年 11 月引き渡し予定の「ザ・レジデンス津田沼奏の杜テラス」

（総戸数 291 戸）の契約者も招き、地域の防災力強化につなげる予定です。 

 

 

このような取り組みを通して、入居前からの隣接す

るマンションとのコミュニティ形成や、学校と周辺居

住者とのつながりなど、建物 1 棟ずつの点にとどまら

ない、面としてとらえたエリアの防災力強化に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

▲イメージ図        

日付 物件名 エリア

2014年10月19日 ザ・パークハウス 横浜吉野町 横浜市

2015年1月25日 ザ・パークハウス 天神橋1丁目 大阪市

2015年3月1日 ザ・パークハウス 津田沼奏の杜 習志野市

2015年4月12日 ザ・パークハウス 上北沢 世田谷区

2015年4月26日 ザ・パークハウス アーバンス 三軒茶屋 世田谷区

2015年5月24日 三菱地所コミュニティによる居住者向け防災セミナー 千代田区にて開催

2015年6月14日 ザ・パークハウス 大宮氷川参道 さいたま市

2015年7月26日 ザ・パークハウス 祇園 広島市

2015年8月1日 ザ・パークハウス 宮前平レジデンス 川崎市

2015年8月22日 ザ・パークハウス 西新宿タワー60 防災ワークショップ 新宿区



≪「そなえるカルタ」≫ 

 東日本大震災被災地等の実地に基づいた経験や防災に関する情報などをわかりやすく紹介するために、「そ

なえるカルタ」を活用。表面にテーマごとのあるべき行動指針、裏面に被災地で起こった実際の状況を示し、

あらかじめ居住者間で議論やシミュレーション、意思統一が行われることを促します。カードに分かれてい

ることで関心の高いテーマをピックアップして物件ごとの状況・ニーズに対応しやすいほか、項目ごとに表

裏で 1枚のカード状になっているため、会議等で広げてディスカッションしやすいといった特長があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪「被災地から学ぶ・被災地とつながる」≫ 

東日本大震災では、地域で被災した人々が自らの職業や技能を活かし、他の困っている方々のために援助

の手をさしのべたことが、大きな力になりました。三菱地所レジデンスでは、「復興応援団」の協力のもと、

こうした方々を取材した具体例のリーフレットと居住者アンケートシートを作成。こうした具体例を居住者

に伝え、各居住者が有事の際に役立てる情報を管理組合が集めやすい仕掛けづくりをしています。 

 

※復興応援団について   2011 年 3 月 14 日に東日本大震災に際し発足した、仙台・東京・関西のNPOと日本財団の合同

プロジェクト「つなプロ」の現地本部長に就任し、500 人以上のボランティアとともに宮城県

全域の避難所調査と人材・物資のマッチング活動に取り組んできた佐野哲史氏が、中長期にわ

たり復興を支える「地域のファン」づくりを目的に創設した団体。現在までに、1,100 人を超

えるボランティアをツーリズム形式で被災地に送り出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：ザ・パークハウスの防災プログラムHP (http://www.mecsumai.com/bousai/) 

以 上 

http://www.mecsumai.com/bousai/
http://www.fukkou-ouendan.com/

